
平成 19年度環境技術実証モデル事業検討会 
VOC処理技術ワーキンググループ会合（第２回） 

議事要旨 
 
１．日時：平成 19年 9月 3日（月）10:00～12:00 
２．場所：経団連会館 11階 1105会議室 
３．議題 
（１）平成 19年度第１回WG議事概要について 
（２）実証機関の募集・選定について 
（３）今後のスケジュールについて（予定） 
（４）その他 
４．出席検討員：岩崎和彦、尾形敦、岩崎好陽、中杉修身、本田城二 

欠席検討員：土井潤一、保坂幸尚 
５．配布資料 
資料１ 平成 19年度 VOC処理技術ワーキンググループ会合（第１回）議事概要 
資料２ 中小事業所向け VOC処理技術分野実証試験要領（第２版） 
資料３ 「環境技術実証モデル事業 VOC 処理技術分野における『中小事業所向け VOC 処理技

術実証試験要領』の策定及び実証機関の応募の開始について（お知らせ）」 
資料４ 実証機関選定の考え方について 
資料５ （審査結果記入用紙→非公開資料） 
資料６ （団体からの申請書類→非公開資料） 
資料７ 手数料徴収体制に向けての情報提供 
資料８ 今後の検討スケジュールについて（予定） 

 
６．議事 
会議は非公開で行われた。 
 
（１）平成 19 年度第１回会合議事概要について 
・ 資料 1を配付し、意見等については事務局が個別に受け付け対応することとなった。 
 
（２）実証機関の募集・選定について 
・ 事務局から、資料２に基づき実証試験要領の改訂点について説明、資料３に基づき実証機関

の公募・申請状況について説明、資料４、５に基づき実証機関選定の考え方について説明。 
・ 応募団体に対するヒアリング及び質疑が行われ、実証機関の選定についての議論を行い、実

証機関として適当であると認められた。 
・ 実証機関の選定結果については、応募団体に通知し、結果を公表した後、環境省と選定され



た団体との間で委託手続きを行う旨、事務局から説明を行い、了承された。 
 
（３）今後の検討スケジュールについて 
・ 事務局から、資料８に基づき、来年１月を目処に第３回のワーキンググループ会合を開催し、

実証試験結果報告書についての検討及び実証試験要領の見直しの議論を行う予定である旨、

また、第３回ワーキンググループに先立ち、11～12 月頃に拡大ワーキンググループを開催す
る予定である旨、説明を行い、了承された。 

 
（文責：環境省水・大気環境局環境管理技術室 速報のため事後修正の可能性あり） 

 


